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杜
甫
は
い
つ
か
ら
「
詩
聖
」
に
な
っ
た
か

後　
　
　

藤　
　
　

秋　
　
　

正

は
じ
め
に

　

杜
甫
の
「
聖
化
」
は
北
宋
・
仁
宋
の
慶
暦
年
間
（
一
〇
四
一
～
一
〇
四

八
）
に
、
王
安
石
（
一
〇
二
一
～
一
〇
八
六
）
ら
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
と

さ
れ
る（
１
）。
例
え
ば
陳
善
『
捫
蝨
新
話
』（
蔡
夢
弼
『
草
堂
詩
話
』
巻
上
引
）

は
、

　
　
　

老
杜
詩
、
当
是
詩
中
六
経
、
他
人
詩
乃
諸
子
之
流
也
。

　
　
　

老
杜
の
詩
は
、
当
に
是
れ
詩
中
の
六
経
な
る
べ
し
、
他
人
の
詩
は

乃
ち
諸
子
の
流
な
り
。

と
い
う
。
ま
た
葉
適
（
一
一
五
〇
～
一
二
二
三
）
の
「
徐
斯
遠
文
集
序
」

（『
水
心
集
』
巻
一
二
）
は
、

　
　
　

慶
暦
・
嘉
祐
以
来
、
天
下
以
杜
甫
為
師
。

　
　
　

慶
暦
・
嘉
祐
以
来
、
天
下　

杜
甫
を
以
て
師
と
為
す
。

と
指
摘
す
る
し
、『
蔡
寛
夫
詩
話
』（『
竹
荘
詩
話
』
巻
一
六
引
）
は
、

　
　
　

景
祐
・
慶
暦
後
、天
下
始
尚
古
文
、於
是
李
太
白
・
韋
蘇
州
諸
人
、

乃
雑
見
於
世
、
杜
子
美
最
為
晩
出
。
三
十
年
来
学
詩
者
、
非
子
美
不

道
、
雖
武
夫
・
女
子
皆
知
尊
異
之
。

　
　
　

景
祐
・
慶
暦
の
後
、
天
下
始
め
て
古
文
を
尚
び
、
是
に
於
い
て
李

太
白
・
韋
蘇
州
の
諸
人
、
乃
ち
雑
わ
り
て
世
に
見あ
ら
わ

る
、
杜
子
美
は

最
も
晩
出
為
り
。
三
十
年
来　

詩
を
学
ぶ
者
、
子
美
に
非
ざ
れ
ば
道

わ
ず
、
武
夫
・
女
子
と
雖
も
皆
な
尊
び
て
之
を
異
と
す
る
を
知
る
。

と
ま
で
述
べ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
杜
甫
は
い
つ
か
ら
「
詩
聖
」
の
語
を
も
っ
て
称
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

鈴
木
虎
雄「
杜
少
陵
詩
集
総
説
」（『
続
国
訳
漢
文
大
成　

杜
少
陵
詩
集
』

上
、
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
三
一
）
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　

…
…
「
詩
聖
」
の
語
は
誠
に
楊
誠
斎
に
本も
と
づ

く
。
聖
と
は
通
ぜ
ざ

る
こ
と
無
き
、
或
は
制
作
の
力
を
具
ふ
る
も
の
の
謂
な
り
、
楊
氏
の

意
蓋
し
詩
の
極
致
を
得
た
る
も
の
、
第
一
人
者
と
い
ふ
が
如
き
義
に

と
れ
る
な
る
べ
し
。
詩
人
に
対
し
て
は
此
以
上
の
讃
辞
は
有
ら
ざ
る

な
り
。

　

こ
こ
に
い
う
「
楊
誠
斎
に
本
く
」
と
は
、
南
宋
の
楊
万
里
（
一
一
二
四
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～
一
二
〇
六
）、字
は
廷
秀
の
「
江
西
宗
派
詩
序
」（『
誠
斎
集
』
巻
八
〇
）

で
の
発
言
を
指
し
て
い
る
。

　
　
　

…
…
今
夫
四
家
者
流
、
蘇
似
李
、
黄
似
杜
。
蘇
・
李
之
詩
、
子
列

子
之
御
風
也
、杜
黄
之
詩
、霊
均
之
乗
桂
舟
、駕
玉
車
也
。
無
待
者
、

神
於
詩
者
歟
、
有
待
而
未
嘗
有
待
者
、
聖
於
詩
者
歟
。

　
　
　

…
…
今
夫か

の
四
家
者
流
は
、
蘇
は
李
に
似
、
黄
は
杜
に
似
た
り
。

蘇
・
李
の
詩
は
、
子
列
子
の
風
を
御
す
る
な
り
、
杜
・
黄
の
詩
は
、

霊
均
の
桂
舟
に
乗
り
、
玉
車
に
駕
す
る
な
り
。
待
つ
無
き
者
は
、
詩

に
神
な
る
者
か
、待
つ
有
り
て
未
だ
嘗
て
待
つ
こ
と
有
ら
ざ
る
者
は
、

詩
に
聖
な
る
者
か
。

　

「
四
家
者
流
」
と
は
、
李
白
、
杜
甫
、
蘇
軾
、
黄
庭
堅
を
指
す
。
鈴
木

氏
は
こ
こ
か
ら
楊
万
里
が
杜
甫
を
詩
聖
と
見
な
し
た
と
い
う
の
だ
が
、「
詩

に
聖
な
る
者
」
と
は
杜
甫
の
み
を
指
し
て
い
う
と
は
判
断
で
き
な
い
。
興

膳
宏
『
杜
甫
』
序
章
（
岩
波
書
店
、二
〇
〇
九
）
は
、次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
　

杜
甫
は
、
し
ば
し
ば
「
詩
聖
」
と
称
さ
れ
て
、
歴
代
詩
人
の
最
高

峰
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。「
詩
聖
」
と
は
、
詩
に
お
け
る
聖
人
、
す

な
わ
ち
最
も
完
璧
な
詩
人
の
意
味
で
あ
る
。
こ
う
し
た
呼
称
は
明
代

以
降
に
な
っ
て
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
が
、
現
在
で
も
な
お
杜
甫
を

古
今
最
高
の
詩
人
と
す
る
評
価
は
揺
ら
い
で
い
な
い
。

　

こ
こ
で
は
「
詩
聖
」
の
語
が
「
明
代
以
降
」
に
生
ま
れ
た
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
が
、
実
態
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、「
詩
聖
」
の
語
が

い
つ
ご
ろ
か
ら
杜
甫
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の

実
態
を
探
っ
て
み
た
い
。

一

　

ま
ず
辞
書
類
を
一
瞥
し
て
み
よ
う
。『
漢
語
大
詞
典
』
は
こ
の
語
を
四

項
に
分
け
て
説
明
す
る
。
先
に
②
を
見
る
と
、
李
白
を
指
す
と
し
て
、
以

下
の
よ
う
な
出
典
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　
　

清
・
屈
大
均
《
采
石
題
太
白
祠
》
詩
、「
千
載
人
称
詩
聖
好
、
風

流
長
在
少
陵
前
。」
自
注
、「
朱
紫
陽
（
朱
熹
）
嘗
謂
太
白
「
聖
於
詩
」。

祠
上
有
亭
、
当
翠
螺
山
頂
、
予
因
題
曰
、「
詩
聖
亭
」。」

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
末
か
ら
康
煕
年
間
（
一
六
六
二
～
一
七
二
二
）
に

か
け
て
の
人
で
あ
る
屈
大
均
（
一
六
三
〇
～
？
）、
字
は
翁
山
、
号
は
介

子
が
「
采
石
題
太
白
祠
」
に
お
い
て
「
千
載
人
称
詩
聖
好
、
風
流
長
在
少

陵
前
（
千
載　

人
は
称
す
詩
聖
の
好
き
を
、
風
流　

長つ
ね

に
少
陵
の
前
に
在

り
）」
と
詠
じ
、
そ
の
「
自
注
」
で
朱
熹
（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
が

李
白
の
こ
と
を
「
詩
に
聖
な
り
。」
と
語
っ
た
こ
と
に
な
る（
２
）。

し
た
が
っ

て
李
白
も
詩
聖
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（
３
）。
翠
螺
山
は
采
石
山

（
安
徽
省
馬
鞍
山
市
の
西
南
）
の
別
名
。

　

杜
甫
に
つ
い
て
『
漢
語
大
詞
典
』
は
「
①
指
唐
杜
甫
。」
と
し
て
以
下

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

語
本
宋
秦
観
《
韓
愈
論
》、「
猶
杜
子
美
之
於
詩
、実
積
衆
家
之
長
、

…
…
孟
子
曰
、「
伯
夷
、
聖
之
清
者
也
。
伊
尹
、
聖
之
任
者
也
、
柳

下
恵
、
聖
之
和
者
也
、
孔
子
、
聖
之
時
者
也
。
孔
子
之
謂
集
大
成
。」

嗚
呼
、
杜
氏
・
韓
氏
亦
集
詩
文（
４
）之
大
成
者
歟
。」
清
葉
燮
《
原
詩
・

外
篇
上
》、「
詩
聖
推
杜
甫
。」
梁
啓
超
《
情
聖
杜
甫
》、「
杜
工
部
被

後
人
上
他
徽
号
叫
做
「
詩
聖
」。」
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こ
こ
で
は
「
詩
聖
」
の
語
が
北
宋
の
秦
観
（
一
〇
四
九
～
一
一
〇
〇
）、

字
は
少
游
の
「
韓
愈
論
」（『
淮
海
集
』
巻
二
二
）
に
見
え
る
「
猶
お
杜
子

美
の
詩
に
於
け
る
、実
に
衆
家
の
長
を
積
む
が
ご
と
し
、
…
…
孟
子
曰
く
、

「
伯
夷
は
、
聖
の
清
な
る
者
な
り
。
伊
尹
は
、
聖
の
任
な
る
者
な
り
、
柳

下
恵
は
、
聖
の
和
な
る
者
な
り
、
孔
子
は
、
聖
の
時
な
る
者
な
り
。
孔
子

は
之こ
れ

集
め
て
大
成
す
と
謂
う
。」
と
。
嗚
呼
、
杜
氏
・
韓
氏
も
亦
詩
文
を

集
め
て
之
大
成
す
る
者
な
ら
ん
か
。」
と
い
う
一
文
に
基
づ
く
こ
と
が
指

摘
さ
れ
る
。秦
観
は
こ
の
文
中
、『
孟
子
』万
章
章
句
下
を
引
く
前
に
、「
…
…

然
不
集
諸
家
之
長
、
杜
氏
亦
不
能
独
至
於
斯
也
。
豈
非
適
当
其
時
故
耶

（
…
…
然
る
に
諸
家
の
長
を
集
め
ず
ん
ば
、
杜
氏
も
亦
独
り
斯こ
こ

に
至
る
こ

と
能
わ
ざ
る
な
り
。
豈
に
適た
ま

た
ま
其
の
時
に
当
た
る
が
故
に
非
ず
や
）。」

と
い
い
、
孔
子
が
伯
夷
、
伊
尹
、
柳
下
恵
の
美
点
を
集
め
て
大
成
し
た
よ

う
に
、
杜
甫
は
蘇
武
・
李
陵
、
曹
植
・
劉
楨
、
陶
潜
・
阮
籍
、
謝
霊
運
・

鮑
照
、
徐
陵
・
庾
信
の
長
所
を
集
大
成
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
秦
観
は
直

接
的
に
杜
甫
が
詩
に
お
け
る
聖
人
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
文
に
お
け
る
韓
愈
と
並
ん
で
詩
に
お
け
る
集
大
成
者
で
あ
る
点
で

「
聖
」
だ
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
引
か
れ
る
明
末
清
初
の
人
、

葉
燮
（
一
六
二
七
～
一
七
〇
三
）
の
『
原
詩
』
外
篇
上
に
は
確
か
に
、「
詩

聖
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
。

　
　
　

詩
聖
推
杜
甫
、
若
索
其
瑕
疵
而
文
致
之
、
政
自
不
少
、
終
何
損
乎

杜
詩
。
俗
儒
於
杜
、
則
不
敢
難
。
若
今
人
為
之
、
則
喧
呶
不
休
矣
。

　
　
　

詩
聖
は
杜
甫
を
推
す
、
若
し
其
の
瑕
疵
を
索も
と

め
て
文
も
て
之
を
致

さ
ば
、
政た
だ

す
こ
と
自
ず
か
ら
少
な
か
ら
ざ
る
も
、
終つ
い

に
何
ぞ
杜
詩
を

損そ
こ
な

わ
ん
。
俗
儒
の
杜
に
於
け
る
や
、
則
ち
敢
え
て
難
ぜ
ず
。
若
し

今
人
之こ
れ

を
為
さ
ば
、
則
ち
喧
呶
し
て
休や

ま
ず
。

　

葉
燮
は
同
書
に
お
い
て
「
杜
甫
之
詩
、
独
冠
今
古
（
杜
甫
の
詩
は
、
独

り
今
古
に
冠
た
り
）。」
と
も
い
う
。
し
か
し
彼
は
無
条
件
で
杜
甫
の
詩
を

絶
対
視
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
在
杜
則
可
、
在
他
人
則
不
可（
５
）（
杜
に

在
れ
ば
則
ち
可
な
る
も
、
他
人
に
在
れ
ば
則
ち
可
な
ら
ず
）。」
と
い
う
、

杜
甫
だ
か
ら
瑕
疵
が
許
さ
れ
る
と
い
う
態
度
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
批
判
的
に
継
承
す
る
こ
と
を
薦
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

卞
孝
萱
主
編
『
唐
代
文
学
百
科
辞
典
』（
漢
語
大
詞
典
出
版
社
、
二
〇

〇
三
。「
詩
聖
」
の
執
筆
は
喬
長
岐
）
は
、「
①
指
詩
歌
創
作
成
就
達
到
最

高
峰
的
詩
人
。」
と
し
て
明
・
楊
慎
（
一
四
八
八
～
一
五
五
九
）、
字
は
用

修
、
号
は
升
菴
の
「
周
受
庵
詩
選
序
」（『
升
菴
集
』
巻
三
）
か
ら
、

　
　
　

唐
則
陳
子
昂
海
内
文
宗
、
李
太
白
為
古
今
詩
聖
。

　
　
　

唐
は
則
ち
陳
子
昂
は
海
内
の
文
宗
、李
太
白
は
古
今
の
詩
聖
為
り
。

と
い
う
一
文
を
引
き
、「
②
指
唐
代
杜
甫
。」
と
し
て
、
二
点
の
出
典
を
示

す
。
ま
ず
明
末
清
初
の
人
で
、『
杜
臆
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
王
嗣

奭
（
一
五
六
六
～
一
六
四
八
）、
字
は
右
仲
の
「
夢
杜
少
陵
作
」（『
杜
詩

詳
注
』
諸
家
詠
杜
）
を
載
せ
る
。
そ
の
冒
頭
に
次
の
句
が
あ
る
。

　
　

青
蓮
号
詩
仙　

青
蓮
は
詩
仙
と
号
し

　
　

我
翁
号
詩
聖　

我
が
翁
は
詩
聖
と
号
す

　

こ
の
詩
に
つ
い
て
王
嗣
奭
「
杜
臆
脱
稿
覆
閲
漫
題
」（『
杜
詩
詳
注
』
諸

家
詠
杜
）
の
注
に
引
く
、
清
・
李
鄴
嗣
（
一
六
二
二
～
一
六
八
〇
）
の
一

文
に
は
以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。
李
鄴
嗣
、
字
は
杲
堂
は
、
順
治
年

間
（
一
九
四
四
～
一
六
六
一
）
の
書
生
。

　
　
　

王
公
右
仲
、
少
有
異
才
、
長
通
文
史
、
尤
嗜
杜
少
陵
詩
。
嘗
夢
至
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草
堂
、
与
杜
公
対
酒
談
詩
。
後
知
涪
州
、
以
事
赴
錦
官
城
、
拝
少
陵

祠
下
、
仰
瞻
遺
像
、
髣
髴
夢
中
。

　
　
　

王
公
右
仲
は
、
少わ
か

く
し
て
異
才
あ
り
、
長
じ
て
文
史
に
通
じ
、
尤

も
杜
少
陵
の
詩
を
嗜
む
。
嘗
て
夢
に
草
堂
に
至
り
、
杜
公
と
酒
に
対

し
て
詩
を
談
ず
。
後
に
涪
州
に
知
た
り
、事
を
以
て
錦
官
城
に
赴
き
、

少
陵
の
祠
下
に
拝
し
、仰
い
で
遺
像
を
瞻
る
に
、夢
中
に
髣
髴
た
り
。

　

さ
ら
に
顧
廷
竜
「
影
杜
臆
前
言
」（
影
印
本
『
杜
臆
』
中
華
書
局
、
一

九
六
二
。
の
ち
『
杜
臆
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
に
も
収
録
）
に

は
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

　
　
　

万
暦
庚
子
（
一
六
〇
〇
）
中
郷
挙
、
壬
寅
（
一
六
〇
二
）
夢
杜
少

陵
於
草
堂
、
解
衣
沽
酒
、
相
対
談
詩
、
作
五
古
一
首
。
這
是
他
嚮
往

於
詩
聖
最
早
的
一
首
歌
詠
。

　

ま
た
「
前
言
」
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
王
嗣
奭
が
成
都
の
浣
花
草
堂
を
訪

ね
て
「
浣
花
草
堂
、
二
首
」
を
詠
じ
た
の
は
崇
禎
八
年
（
一
六
三
五
）
の

こ
と
で
あ
る
。

　

『
唐
代
文
学
百
科
辞
典
』
は
次
に
潘
徳
輿
（
一
七
八
五
～
一
八
三
九
）、

字
は
彦
輔
の
『
養
一
斎
李
杜
詩
話
』
巻
一
か
ら
、

　
　
　

子
美
為
「
詩
聖
」、
而
太
白
則
謂
之
「
詩
仙
」、
万
口
熟
通
、
牢
不

可
破
・

　
　
　

子
美
を
「
詩
聖
」
と
為
し
て
、
太
白
は
則
ち
之
を
「
詩
仙
」
と
謂

う
は
、
万
口
熟
通
し
、
牢か
た

く
し
て
破
る
可
か
ら
ず
。

と
い
う
指
摘
を
引
い
て
い
る
。こ
こ
か
ら
清
代
中
期
頃
に
は
李
白
を
詩
仙
、

杜
甫
を
詩
聖
と
区
分
す
る
認
識
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る

が
、『
唐
代
文
学
百
科
辞
典
』
は
、
さ
ら
に
こ
の
一
文
に
按
語
を
付
し
て

以
下
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
　

按
、
前
人
称
杜
甫
為
「
詩
聖
」、
一
是
因
為
其
詩
創
作
成
就
高
、

具
有
「
集
大
成
」
的
地
位
、
北
宋
秦
観
説
、「
杜
子
美
之
詩
、
実
積

衆
家
之
長
、
適
当
其
時
而
已
。」
又
説
、「
孟
子
曰
、「
…
…
孔
子
聖

之
時
者
也
、孔
子
之
謂
集
大
成
。」嗚
呼
、子
美
其
集
詩
之
大
成
者
歟
。」

（『
杜
詩
詳
注
・
諸
家
論
杜
』
引
）
此
論
実
為
「
詩
聖
」
説
之
濫
觴
。

二
是
前
人
認
為
杜
詩
合
乎
儒
家
聖
人
思
想
、
如
宋
趙
次
公
「
草
堂
記

略
」
謂
杜
「
出
処
毎
与
孔
孟
合
」（
同
上
）。

　

秦
観
の
発
言
を
引
い
て
こ
れ
を
「
詩
聖
」
説
の
濫
觴
と
す
る
の
は
『
漢

語
大
詞
典
』
と
同
じ
で
あ
る
。
な
お
南
宋
の
趙
次
公
、
字
は
彦
材
の
「
杜

工
部
草
堂
記
」（『
成
都
文
類
』
巻
四
二
、『
杜
詩
詳
注
』
附
編
）
か
ら
、「
出

処
毎
与
孔
・
孟
合
（
出
処
は
毎つ
ね

に
孔
・
孟
と
合
す
）。」
と
い
う
一
文
を
引

く
。
こ
れ
は
厳
密
に
は
趙
次
公
が
「
惟
杜
陵
野
老
、
負
王
佐
之
才
、
有
意

当
世
、
而
骯
髒
不
偶
、
胸
中
所
蘊
、
一
切
写
之
以
詩
（
惟
だ
杜
陵
の
野
老

の
み
、王
佐
の
才
を
負
い
、意　

当
世
に
有
り
て
、骯
髒
と
し
て
偶
せ
ず
、

胸
中
の
蘊お
さ

む
る
所
、
一
切　

之
を
写
す
に
詩
を
以
て
す
）。」
と
述
べ
て
杜

詩
の
句
、「
許
身
一
何
愚
、
自マ
マ

比
稷
与
契
（
身
を
許
す
こ
と
一
に
何
ぞ
愚

か
な
る
、自
ら
稷
と
契
と
に
比
す
）」（「
自
京
赴
奉
先
県
、詠
懐
五
百
字
」）、

及
び
「
致
君
堯
舜
上
、
再
使
風
俗
淳
（
君
を
堯
舜
の
上
に
致
し
、
再
び
風

俗
を
し
て
淳あ
つ

か
ら
し
め
ん
）」（「
奉
贈
韋
左
丞
丈
、
二
十
二
韻
」）
を
引
い

た
後
に
、「
至
其
出
処
、
毎
与
孔
・
孟
合
（
其
の
出
処
に
至
り
て
は
、
毎つ
ね

に
孔
・
孟
と
合
す
）。」
と
記
す
の
で
あ
っ
て
、
杜
甫
の
詩
が
す
べ
て
「
儒

家
聖
人
思
想
」
と
合
致
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
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二

　

こ
う
し
た
、
王
嗣
奭
の
詩
が
杜
甫
を
「
詩
聖
」
と
称
す
る
濫
觴
と
な
っ

た
と
す
る
説
に
対
し
て
異
論
を
唱
え
た
の
が
韓
成
武
「『
詩
聖
』
一
詞
首

出
于
楊
慎
『
詞
品
・
序
』」（『
杜
甫
新
論
』
河
北
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇

七
所
収
。
以
下
、『
新
論
』）
で
あ
る
。『
新
論
』
は
、
ま
ず
楊
万
里
が
杜

甫
を
称
し
て
、「
聖
於
詩
者
（
詩
に
聖
な
る
者
）」
と
述
べ
た
こ
と
を
妥
当

だ
と
認
め
た
う
え
で
、
誰
が
杜
甫
に
「
詩
聖
」
の
尊
称
を
与
え
た
の
か
と

疑
問
を
呈
す
る
。
一
般
的
に
は
先
に
引
い
た
王
嗣
奭「
夢
杜
少
陵
作
」と
、

同
じ
く
王
嗣
奭
「
浣
花
草
堂
、二
首
」〈
其
二
〉（『
杜
詩
詳
注
』
諸
家
詠
杜
）

の
冒
頭
に
、

　
　

詩
聖
神
交
蓋
有
年　

詩
聖　

神
交
わ
る
こ
と
蓋
し
年
有
り

　
　

到
来
追
想
一
悽
然　

到
り
来
っ
て
追
想
す
れ
ば
一
に
悽
然
た
り

と
あ
る
の
が
例
証
と
さ
れ
る
が
、
王
嗣
奭
よ
り
早
く
、
楊
慎
の
『
詞
品
』

序
に
以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
と
い
う
。

　
　
　

詩
詞
同
工
而
異
曲
、
共
源
而
分
派
。
…
…
若
唐
人
之
七
言
律
、
即

填
詞
之
「
瑞
鷓
鴣
」
也
。
…
…
孟
蜀
之
『
花
間
』、南
唐
之
『
蘭
畹
』、

則
其
体
大
備
矣
。
豈
非
共
源
同
工
乎
。
然
詩
聖
如
杜
子
美
、
而
填
詞

若
李
白
之
「
憶
秦
娥
」、「
菩
薩
蛮
」
者
、
集
中
絶
無
。

　
　
　

詩
詞
は
工
を
同
じ
く
し
て
曲
を
異
に
し
、
源
を
共
に
し
て
派
を
分

か
つ
。
…
…
唐
人
の
七
言
律
の
若
き
は
、
即
ち
填
詞
の
「
瑞
鷓
鴣
」

な
り
。
…
…
孟
蜀
の
『
花
間
』、
南
唐
の
『
蘭
畹
』
は
、
則
ち
其
の

体　

大
い
に
備
わ
る
。
豈
に
源
を
共
に
し
工
を
同
じ
く
す
る
も
の
に

非
ず
や
。
然
る
に
詩
聖　

杜
子
美
の
如
き
も
、
而
し
て
填
詞　

李
白

の
「
憶
秦
娥
」、「
菩
薩
蛮
」
の
若
き
者
は
、
集
中
に
絶
え
て
無
し
。

　

楊
慎
は
、
詩
と
填
詞
は
「
工
を
同
じ
く
し
て
曲
を
異
に
し
」、「
源
を
共

に
し
て
派
を
分
か
つ
」
も
の
で
あ
る
が
、
杜
甫
の
よ
う
な
「
詩
聖
」
で
も

李
白
の
填
詞
の
よ
う
な
作
品
は
集
中
に
見
ら
れ
な
い
と
主
張
す
る
。『
新

論
』
で
は
こ
れ
が
「
詩
聖
」
の
語
が
杜
甫
を
指
す
、
最
も
早
い
用
例
だ
と

見
な
す
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
語
が
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
の
は
、
楊
慎

の
著
作
で
は
『
升
庵
詩
話
』
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
、『
詞
品
』
に
注
意

が
及
ば
な
か
っ
た
た
め
だ
と
い
う
。『
新
論
』
は
さ
ら
に
「
詩
聖
」
の
語

が
『
升
庵
詩
話
』
巻
十
一
の
「
評
李
杜
」
の
条
か
ら
出
て
い
る
と
い
う
の

は
誤
認
で
あ
る
と
し
て
、『
詞
品
』
序
を
引
く
の
で
あ
る
。
確
か
に
『
升

庵
詩
話
』
に
は
、
李
白
と
杜
甫
の
詩
に
つ
い
て
、

　
　
　

二
公
之
評
、意
同
而
語
亦
相
近
。
余
謂
太
白
詩
、仙
翁
剣
客
之
語
、

少
陵
詩
、
雅
士
騒
人
之
詞
。
比
之
文
、
太
白
則
史
記
、
少
陵
則
漢
書

也
。

　
　
　

二
公
の
評（
６
）は
、
意
同
じ
く
し
て
語
も
亦
相
い
近
し
。
余
謂お
も

う
に
太

白
の
詩
は
、
仙
翁
剣
客
の
語
、
少
陵
の
詩
は
、
雅
士
騒
人
の
詞
。
之

を
文
に
比な
ぞ
ら

う
れ
ば
、
太
白
は
則
ち
史
記
、
少
陵
は
則
ち
漢
書
な
り
。

と
い
う
指
摘
は
あ
る
も
の
の
、
杜
甫
を
「
詩
聖
」
と
す
る
記
述
は
な
い
。

『
新
論
』
が
結
論
と
し
て
、『
升
庵
詩
話
』
を
、
杜
甫
を
「
詩
聖
」
と
称

す
る
出
処
と
見
な
す
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
の
は
妥
当
で
あ

る
。

三

　

こ
こ
で「
聖
於
詩
者
」と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
こ
と
を
補
っ
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て
お
こ
う
。

　

冒
頭
に
見
た
『
漢
語
大
詞
典
』
は
屈
大
均
の
自
注
を
引
い
て
い
た
が
、

こ
の
言
い
方
は
『
朱
子
語
類
』
巻
百
四
十
に
も
見
え
、李
白
に
対
し
て
「
蓋

聖
於
詩
者
也
（
蓋
し
詩
に
聖
な
る
者
な
り
）。」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
が

杜
甫
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
元
・
任
士
林
（
一
二
五
三

～
一
三
〇
九
）、
字
は
松
卿
か
ら
で
あ
ろ
う
。
彼
の
「
浄
香
亭
記
」（『
松

卿
集
』
巻
二
）
に
、

　
　
　

若
子
美
非
聖
於
詩
者
歟
。

　
　
　

子
美
の
若
き
は
詩
に
聖
な
る
者
に
非
ざ
る
か
。

と
あ
る
。
も
っ
ぱ
ら
李
白
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
評
語
が
、
こ
の
こ

ろ
か
ら
杜
甫
に
つ
い
て
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
宣
徳

八
年
（
一
四
三
三
）
の
進
士
、
明
・
李
賢
（
一
四
〇
八
～
一
四
六
六
）、

字
は
原
徳
が
景
泰
三
年
（
一
四
五
二
）
に
書
い
た
「
賡
詠
杜
律
序
」（『
古

穰
集
』
巻
七
）
は
、

　
　
　

世
称
杜
詩
冠
絶
古
今
、
以
為
聖
於
詩
者
。
詩
至
於
是
、
天
下
能
事

畢
矣
。

　
　
　

世
に
杜
詩
は
古
今
に
冠
絶
す
と
称
し
、
以
て
詩
に
聖
な
る
者
と
為

す
。
詩
は
是
に
至
っ
て
、
天
下
の
能
事
畢お
わ

れ
り
。

と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
に
は
杜
甫
が
「
詩
に
聖
な
る
者
」
で
あ
る
と

い
う
見
解
が
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
う
一
例
を
挙
げ
て
お
く
と
、

明
・
邉
貢
（
一
四
七
六
～
一
五
三
二
）、
字
は
華
泉
が
正
徳
十
二
年
（
一

五
一
七
）
に
書
い
た
「
題
空
同
書
翰
後
」（『
華
泉
集
』
巻
一
四
）
に
、「
魯

公
聖
於
書
者
也
、
子
美
聖
於
詩
者
也
（
魯
公
は
書
に
聖
な
る
者
な
り
、
子

美
は
詩
に
聖
な
る
者
な
り
）。」
と
あ
っ
て
書
に
お
け
る
顔
真
卿
と
並
ん
で

言
及
さ
れ
て
い
る
。
表
題
の「
空
同
」と
は
空
同
子
と
号
し
た
李
夢
陽（
一

四
七
二
～
一
五
二
九
）
を
指
す
。

四

　

そ
れ
で
は
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
例
以
外
に
杜
甫
を
「
詩
聖
」
と
称
し

た
こ
と
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

晁
以
道
（
一
〇
五
九
～
一
一
二
九
）、
字
は
説
之
の
「
涼
州
女
」（『
景

迂
生
集
』
巻
五
）
の
末
聯
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

逢
著
澄
江
悔
不
詠　

澄
江
に
逢
著
し
て
詠
ぜ
ざ
る
を
悔
ゆ

　
　

功
曹
豈
自
誇
詩
聖　

功
曹　

豈
に
自
ら
詩
聖
な
る
を
誇
ら
ん
や

　

功
曹
が
誰
を
指
す
か
に
つ
い
て
は
不
詳
。
こ
れ
は
詩
中
に
「
詩
聖
」
の

語
を
用
い
た
早
い
例
で
あ
る
。
杜
甫
は
華
州
司
功
参
軍
と
な
っ
た
こ
と
は

あ
る
が
杜
甫
に
つ
い
て
言
っ
た
も
の
で
は
な
い
。明
の
成
化
二
十
三
年（
一

四
八
七
）
の
進
士
、
費
宏
（
一
四
六
八
～
一
五
三
五
）、
字
は
子
充
の
「
題

蜀
江
図
」（『
石
倉
歴
代
詩
選
』
巻
四
三
〇
）
に
は
次
の
句
が
あ
る
。

　
　

杜
従
夔
府
称
詩
聖　

杜
は
夔き

 ふ府
よ
り
詩
聖
と
称
さ
れ

　
　

程
向
涪
中
伝
易
学　

程
は
涪ほ

う
ち
ゆ
う中

に
向お

い
て
易
学
を
伝
う

　

程
と
は
程
頤
（
一
〇
三
三
～
一
一
〇
七
）、
字
は
正
叔
の
こ
と
。
紹
聖

年
間
（
一
〇
九
四
～
一
〇
九
八
）
に
涪
州
（
重
慶
市
涪
陵
区
）
に
流
さ
れ

た
。『
易
伝
』
四
巻
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
が
詩
に
お
い
て
「
詩
聖
」
の
語

を
杜
甫
に
対
し
て
用
い
た
最
初
の
例
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
の
存
在
に
よ
っ

て
王
嗣
奭
の
詩
が
杜
甫
を
「
詩
聖
」
と
称
す
る
濫
觴
と
な
っ
た
と
す
る
説

は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

散
文
に
お
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
黄
省
曾（
一
四
九
〇
～
一
五
四
〇
）
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字
は
勉
之
の
「
上
李
崆
峒
書
」（『
文
章
弁
体
彙
選
』
巻
二
三
八
）
を
見
よ

う
。

　
　
　

昔
李
・
杜
詩
聖
而
文
格
未
光
、
柳
・
韓
文
叢
而
詩
道
不
粋
。

　
　
　

昔
李
・
杜
は
詩
聖
に
し
て
文
格
は
未
だ
光か
が
や

か
ず
、
柳
・
韓
は
文

叢
に
し
て
詩
道
は
粋
な
ら
ず
。

　

こ
れ
は
李
白
と
杜
甫
を
並
称
し
た
例
で
あ
る
。
茅
坤
（
一
五
一
二
～
一

五
〇
一
）、
字
は
順
甫
が
、
字
は
子
木
、
白
石
と
号
し
た
蔡
汝
楠
（
一
五

一
六
～
一
五
六
五
）
に
与
え
た
、「
与
蔡
白
石
太
守
論
文
書
」（『
文
章
弁

体
彙
選
』
巻
二
四
〇
、『
明
文
海
』
巻
一
五
五
）
も
李
・
杜
と
並
称
す
る
。

　
　
　

…
…
故
李
杜
詩
聖
而
韓
欧
文
匠
。
其
間
不
自
量
力
、
…
…
。

　
　
　

…
…
故
に
李
・
杜
は
詩
聖
に
し
て
韓
・
欧
は
文
匠
な
り
。
其
の
間

は
自
ず
か
ら
力
を
量
ら
ず
、
…
…
。

　

李
・
杜
は
い
う
ま
で
も
な
く
李
白
と
杜
甫
、
韓
・
欧
は
韓
愈
と
欧
陽
脩

を
指
す
。
明
代
に
入
っ
て
も
李
白
と
杜
甫
は
と
も
に
「
詩
聖
」
と
し
て
並

称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

お
わ
り
に

　

『
杜
詩
詳
注
』
諸
家
詠
杜
は
最
後
に
金
埴
の
「
読
杜
詩
詳
註
」
と
題
す

る
詩
を
三
首
収
め
る
。
第
一
首
の
冒
頭
に
次
の
句
が
あ
る
。

　
　

杜
陵
遺
老
才
非
凡　

杜
陵
の
遺
老　

才
は
非
凡
な
り

　
　

詩
史
詩
聖
称
名
咸　

詩
史　

詩
聖　

名
を
称
す
る
こ
と
咸あ
ま
ね

し

　
　

一
縑
惟
出
自
機
杼　

一
縑　

惟た
だ

に
出
ず
る
こ
と
機
杼
よ
り
す
る
の
み

　
　

百
味
不
共
人
甘
醎　

百
味　

人
の
甘
醎
を
共
に
せ
ず

　

金
埴
に
つ
い
て
『
杜
詩
詳
注
』
は
「
会
稽
」
と
記
す
の
み
で
一
切
が
不

詳
で
あ
る
が
、
詩
に
お
い
て
清
代
に
は
杜
甫
を
「
詩
聖
」
と
称
す
る
こ
と

が
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
「
詩
に
聖
な
る
者
」
と
い
う
言
い
方
は
南
宋

期
か
ら
始
ま
っ
た
と
見
て
よ
い
。
し
か
し
、
葉
燮
の
『
原
詩
』
外
篇
上
、

あ
る
い
は
楊
万
里
の
「
江
西
宗
派
詩
序
」
が
杜
甫
を
「
詩
に
聖
な
る
者
」

と
称
す
る
嚆
矢
と
な
っ
た
と
す
る
見
解
は
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
管
見
に
お
い
て
は
元
・
任
士
林
の
「
浄
香
亭
記
」
こ
そ
が
そ
の
最
初

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
「
詩
聖
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
王
嗣
奭
で
は

な
く
、
明
・
費
宏
が
詩
に
お
い
て
こ
の
語
を
用
い
た
最
初
の
人
で
あ
る
と

理
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注

（
１
）
呉
仲
勝
『
杜
甫
批
評
史
研
究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇

一
二
）、「
第
二
章
、
宋
金
元
杜
甫
批
評
」
に
詳
し
い
。

（
２
）
王
埼
『
李
太
白
集
注
』
巻
三
六
で
は
、屈
又
升
「
采
石
題
太
白
祠
、

四
首
」
と
し
て
こ
の
詩
が
引
か
れ
る
。

（
３
）
同
詞
典
は
③
と
し
て
「
指
清
杜
濬
。」
と
い
い
、
④
で
は
「
泛
指

傑
出
的
詩
人
。」
と
し
て
清
趙
翼
「
一
蟻
」
詩
を
引
く
。

（
４
）『
漢
語
大
詞
典
』
は
「
文
」
を
脱
す
る
。

（
５
）
霍
松
林
校
注
『
原
詩
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
七
九
）
に
よ

れ
ば
、
こ
の
発
言
は
孫
奕
『
履
斎
示
児
編
』
偏
枯
対
に
基
づ
く
。

（
６
）
楊
万
里
と
徐
積
を
指
す
。
徐
積
（
一
〇
二
八
～
一
一
〇
三
）、
字

は
仲
車
。『
宋
史
』
巻
四
五
九
に
伝
が
あ
る
。
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〔
付
記
〕

　

諸
橋
『
大
漢
和
辞
典
』
は
、「
①
古
今
第
一
の
詩
人
。
詩
の
ひ
じ
り
。」

と
述
べ
た
後
に
②
と
し
て
、「
唐
の
杜
甫
の
異
称
。
李
白
を
詩
仙
と
い
ふ

に
対
す
。」
と
い
い
、
ま
ず
葉
燮
（
字
は
星
期
）
の
『
原
詩
』
を
引
き
、

つ
い
で
李
綱
の
「
序
」
を
引
く
。

　
　
　

子
美
集
諸
家
之
大
成
、
明
清
学
者
、
始
以
聖
字
推
杜
、
如
楊
慎
謂

李
白
神
於
詩
、杜
甫
聖
於
詩
、王
漁
洋
謂
李
白
飛
仙
語
、杜
甫
聖
語
、

故
後
世
対
於
李
杜
、
有
詩
仙
・
詩
聖
之
称
、
葉
星
期
原
詩
云
、
詩
聖

推
杜
甫
、
若
索
其
瑕
疵
、
而
文
致
之
、
政
自
不
少
。

　
　
　

子
美
は
諸
家
の
大
成
を
集
む
、
明
清
の
学
者
は
、
始
め
て
聖
の
字

を
以
て
杜
を
推
す
、
楊
慎
の
李
白
は
詩
に
神
に
、
杜
甫
は
詩
に
聖
な

り
と
謂
い
、
王
漁
洋
の
李
白
飛
仙
の
語
、
杜
甫
聖
の
語
と
謂
う
が
如

し
、
故
に
後
世　

李
杜
に
対
し
て
、
詩
仙
・
詩
聖
の
称
有
り
、
葉
星

期
の
原
詩
に
云
う
、
詩
聖
は
杜
甫
を
推
す
と
、
若
し
其
の
瑕
疵
を
索も
と

め
て
、
文
も
て
之
を
致
さ
ば
、
政た
だ

す
こ
と
自
ず
か
ら
少
な
か
ら
ず
。

　

李
綱
の
「
序
」
が
何
に
基
づ
く
も
の
か
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、「
王

漁
洋
…
…
」
の
一
文
は
、
王
士
禎
（
一
六
三
四
～
一
七
一
一
）
の
『
居
易

録
』
巻
五
に
、「
嘗
戯
論
唐
人
詩
。
王
維
仏
語
、孟
浩
然
菩
薩
語
、劉
眘
虚
・

韋
応
物
祖
師
語
、
柳
宗
元
声
聞
辟
支
語
、
李
白
・
常
建
飛
仙
語
、
杜
甫
聖

語
、
…
…
。
蘇
軾
有
菩
薩
語
、
有
剣
仙
語
、
有
英
雄
語
、
独
不
能
仙
語
・

聖
語
耳
（
嘗
て
戯
れ
に
唐
人
の
詩
を
論
ず
。
王
維
は
仏
の
語
、
孟
浩
然
は

菩
薩
の
語
、劉
眘
虚
・
韋
応
物
は
祖
師
の
語
、柳
宗
元
は
声
聞
辟
支
の
語
、

李
白
・
常
建
は
飛
仙
の
語
、
杜
甫
は
聖
の
語
、
…
…
。
蘇
軾
は
菩
薩
の
語

有
り
、
剣
仙
の
語
有
り
、
英
雄
の
語
有
り
、
独
り
仙
語
・
聖
語
あ
る
こ
と

能
わ
ざ
る
の
み
）。」
と
あ
る
。


